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○学校における防災教育・避難訓練
 命を守る行動（避難）を実践的に学ぶことにより、「自らの命は自らが守る」意識が醸成された地域社会を構築するため、
子供のころから地域の災害リスク等を知ることが重要。

 防災関係機関（市町村防災部局、河川･砂防担当部局（国・都道府県）、気象台等）の支援のもと、水害･土砂災害のリスク
がある全ての小学校･中学校等において、毎年、梅雨や台風の時期を迎える前までを目途に防災教育と避難訓練を実施する
体制を構築。

 防災教育と避難訓練の連携により、効果的に地域の災害リスクや防災情報の理解、避難場所や避難のタイミング等を確認。
○ 想定される災害リスク及びとるべき避難行動の周知徹底
○ 防災気象情報の精度検証･予測精度の向上や発表基準の改善を適時に行い広く周知

○住民が主体となった地域の避難に関する取組強化（地域防災リーダーの育成等）
 地域の人々の意見をまとめる見識や能力等を有する地域のリーダーが、水害･土砂災害に関する専門的知見を有していると
は限らない。

 各地域における自助･共助の取組（災害･避難カードの作成、地区防災計画の策定等）の適切かつ継続的な実施に向け、水
害･土砂災害･防災気象情報に関する豊富な知見を有する専門家の支援により、防災の基本的な知見を兼ね備えた地域防災
リーダーの育成が必要。

 専門家の支援は、災害時の避難勧告等の発令の判断や、平時のハザードマップの作成･周知、避難訓練等、市町村の防災対
応の維持・向上においても重要。

○市町村防災体制の強化

○「防災」と「福祉」の連携による高齢者の避難行動に対する理解促進
 高齢者が地域で安心･安全に生活を送るためには、災害時に適切な避難行動をとれるよう、日頃より、高齢者一人ひとりが地
域と連携して、災害リスクや避難場所、避難のタイミングへの理解を深めることが必要。

 水害については、大規模氾濫減災協議会において、ハード･ソフトの両面から防災･減災への取組を関係者が連携して実施中。
 高齢者の日頃からの生活に関する支援については、地域包括支援センターやケアマネジャーが核となり実施中。
 防災・減災への取組実施機関と地域包括支援センター･ケアマネジャーが連携し、水害からの高齢者の避難行動の理解促進に
向けた取組を実施。

○地域の防災力（共助）による高齢者等の要配慮者への避難支援強化
○要配慮者利用施設における避難確保計画の策定等の促進

○住民主体の避難行動等を支援する防災情報の提供
 平時の災害リスク及びとるべき避難行動の周知に加え、災害発生のおそれの高まりに応じ、住民の避難行動等を支援する防
災情報の発信が必要。

 災害対応にあたる市町村が、適時的確に避難勧告等を発令するための支援が必要。
○マルチハザードのリスク認識
 平成３０年７月豪雨では、洪水や土砂災害、ため池の決壊等の多様な災害が同時に発生。
 地域の災害リスクに応じた避難行動をとるためには、様々な自然災害のリスクについて平時から理解するとともに、災害時
にも容易に確認できることが重要。

 複数の災害リスクを一元的に把握できるよう、各種災害のリスク情報等を重ね合わせて表示できるシステム（サイト）を構
築するとともに、引き続き、表示情報を充実。

○施設管理者や気象庁、地方公共団体等による危機感が伝わる情報提供
○特別警報の役割の明確化と周知

○防災気象情報・避難情報の伝達手段の強化 〇市町村職員の情報発信の負担の軽減

＜現状＞
 行政は防災対策の充実に不断の努力を続けていくが、地球温暖化に伴う気象状
況の激化や行政職員が限られていること等により、突発的に発生する激甚な災
害への行政主導のハード対策・ソフト対策に限界

 防災対策を今後も維持・向上するため、国民全体で共通理解のもと、住民主体
の防災対策に転換していく必要

＜目指すべき社会＞
住民「自らの命は自らが守る」意識を持つ
 平時より、災害リスクや避難行動等について把握する
 地域の防災リーダーのもと、避難計画の作成や避難訓練等を行い地域の防災力

を高める
 災害時には自らの判断で適切な避難行動をとる

行政 住民が適切な避難行動をとれるよう全力で支援をする
 平時より、災害リスクのある全ての地域で、あらゆる世代の住民を対象に、継

続的に防災教育、避難訓練などを実施し、「自らの命は自らが守る」意識の徹
底や地域の災害リスクととるべき避難行動等の周知をする

 災害時には、避難行動が容易にとれるよう、防災情報をわかりやすく提供する

1.避難に対する基本姿勢

6. 防災情報の確実な伝達

５. 防災気象情報等の情報と地方公共団体が発令する避難勧告等の避難情報の連携

４. 高齢者等の要配慮者の避難の実効性の確保

３. 地域における防災力の強化

2. 「自らの命は自らが守る」意識の徹底や災害リスクと住民のとるべき避難行動の理解促進
Ⅲ今後の水害・土砂災害からの避難対策への提言

平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）【概要版】
Ⅰ平成30年7月豪雨災害の状況
 西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、１府10県に特別警報が発表
 各地で河川の氾濫や土砂災害が相次ぎ、人的被害は1府13県で死者・行方不明者数は200名を超え、極めて甚大な被害が広域で発生（平成に入り最大の被害をもたらした豪雨災害）

Ⅱ平成30年7月豪雨を踏まえた避難対策の検討体制
 避難対策の強化に向け、関係省庁における洪水対策、土砂災害対策、治山対策、ため池対策、防災気象情報の検討と連携し検討を実施

○平成30年7月豪雨災害を踏まえた課題
 居住地域の災害リスクの認識
 地域の防災力
 在宅の高齢者の避難
 防災情報と避難行動の連携
 防災情報の伝達 等

高齢者

地域

子供
災害のリスクのある全ての小･中学校
等における避難訓練・防災教育

全国で地域防災リーダーを育成し、
防災力を強化

全国で防災と福祉が連携し、高齢者
の避難行動に対する理解を促進

①災害リスクのある全ての地域であらゆる世代の住民
に普及啓発

専門家（水害、土砂災害、防災気象情報）
全国で地域に精通した防災の専門家による支援体制
を整備し、①の取組を支援

②全国で専門家による支援体制を整備

③住民の行動を支援する
防災情報を提供

リスク情報

防災情報

地域の災害リスクを容易
に入手できるよう、各種
災害のリスク情報を集約
して一元化し、重ね合わ
せて表示

防災情報を５段階の警戒
レベルにより提供するこ
となどを通して、受け手
側が情報の意味を直感的
に理解できるような取組
を推進

実現のための戦略
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防災気象情報の伝え方の改善の方向性と 
推進すべき取組について 

～「防災気象情報の伝え方に関する検討会」における検討結果～ 

 

 

 

近年相次ぐ大雨による被害を踏まえ、気象庁では防災気象情報がより一

層、避難をはじめとする防災対策に役立てられるよう、外部有識者で構成

される「防災気象情報の伝え方に関する検討会」を開催し、防災気象情報

の伝え方改善に向けた検討を進めて参りました。 

このたび、これまでの検討結果を踏まえ、防災気象情報の伝え方の改善

の方向性と推進すべき取組についてとりまとめました。 

気象庁は、関係機関と連携し、検討会で示された方向性に沿って改善

に向けた対応を速やかに進めて参ります。なお、年明けにも引き続き検

討会を開催し、改善に向け更なる具体化が必要な事項について議論を継

続する予定です。 

 

 

 

「防災気象情報の伝え方に関する検討会」のこれまでの検討結果を踏

まえ、防災気象情報の伝え方の改善の方向性と推進すべき取組について

とりまとめました。 

問合せ先：予報部  業務課 高木、山本、蒔田 

電話03-3212-8341（内線3115、3119、3120） FAX 03-3284-0180 
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 防災気象情報の伝え方の改善の方向性と推進すべき取組【概要】 

 「平成30年７月豪雨」では、土砂災害や浸水害をはじめ広域かつ甚大な災害が各地で発生した。この豪雨災害においては、気象庁からの防災気象情報の発表や自治体からの 
避難の呼びかけが行われていたものの、それらが必ずしも住民の避難行動に繋がっていなかったのではないか、との指摘があった。 
 「防災気象情報の伝え方に関する検討会」ではこの豪雨災害をはじめ、近年相次ぐ大雨による災害を踏まえ、避難等の防災行動に役立つための防災気象情報の伝え方について 
課題を整理し、その解決に向けた今後の改善策について検討を進め、以下のとおりとりまとめた。 

 中央防災会議「平成30年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」においては、災害リスクと住民の取るべき避難行動の理解促進、防災気象情報等 

の情報と避難勧告等の避難情報の連携といった点を含む改善策がとりまとめられ、災害の危険度の高まりを直感的に理解しやすいように警戒レベルを設定するといった方策 

などが示されているところ。 

 こうした動向も踏まえ、今後、気象庁においても河川・砂防部局との緊密な連携のもと、市町村が行う警戒レベルの付された避難勧告等の判断に防災気象情報が的確に結びつくよう、 

本検討会において改善策としてとりまとめた危険度分布の高解像度化や希望者向け通知サービス等の取組に速やかに着手していくことが重要。また、最終的に避難行動をとる住民 

ひとり一人が理解しやすいよう警戒レベルにあわせて防災気象情報を分かりやすく提供していくことや、気象防災アドバイザーや地域防災リーダーとの連携等による地域防災力向上に 

向けた取組を今後も引き続き充実・強化していくべき。 

 今後、気象庁では、河川や砂防等の関係部局との緊密な連携のもと、上記の対応策について可能なものから速やかに着手することが必要である。また、改善に向けて更なる具体化が 

必要な事項については、今年度末にかけて引き続き本検討会において議論を進めていく。 

＜今後に向けて＞ 

＜防災気象情報の伝え方に関する検討会 開催趣旨＞ 

課題１ 気象庁(気象台)や河
川・砂防部局等が伝えたい危
機感等が、住民等に十分に感
じてもらえていない 

課題２ 防災気象情報を活用し
ようとしても、使いにくい 

課題３ 気象庁の発表情報の
他にも防災情報が数多くあって、
それぞれの関連が分かりにくい 

課題４ 特別警報の情報の
意味が住民等に十分理解
されていない 

＜具体的な課題と対応策＞ 

対応１-１ 市町村の防災気象情報等に 
対する一層の理解促進 
～避難勧告等の発令判断を支援する取組～ 

関係機関と連携した「地域防災力の向上」の
ための取組や「あなたの町の予報官」の新規
配置等の体制強化。 

市町村における「気象防災アドバイザー」 
「気象防災ワークショッププログラム」等の活用。 

対応１-２ 住民の防災気象情報等に対する一層の理解促進 
 ～「自助・共助」を強化する取組～ 

報道機関や気象キャスターと連携した、防災気象情報等の理解 
促進の取組。 

関係機関と連携した、住民が自らのこととして身の安全を図る行動
を起こせるような安全知識の普及啓発に係る取組。 

地域住民の避難行動における「自助・共助」を促進する取組。 

大規模氾濫減災協議会等を活用した普及啓発・教育・訓練等の取組。 

対応１-３ 記者会見やホームページ、
SNSの活用等、広報のあり方の改善 

住民自らが防災気象情報等を我が事と
して実感をもって利活用できるよう、広報
のあり方について改善。 

地元の気象台・河川事務所等による地
域に密着した情報発信や、「自助・共助」
を支援する呼びかけ。 

訪日外国人等のためホームページを多言語化。 

対応２-１ 土砂災害の「危険度
分布」の高解像度化 

対応２-２ 関係機関と連携した「危険度分布」
やハザードマップ等の一覧性の改善 

対応２-３ 「危険度分布」の希望
者向け通知サービスの開始 

対応２-４ 「危険度分布」等の精度
検証や発表基準の改善とその周知 

対応４-１ 大雨特別警報の位置づけ・役割の周知徹底と 
発表可能性への言及 

大雨特別警報の位置づけや役割の周知・広報の強化。記者会見等
での呼びかけ方の改善。 

対応４-２ 大雨特別警報発表の精度向上 
観測・予測技術開発の強化や、危険度分布等の新たな技術の活用による精度向上を 
通じた、現行の大雨特別警報の位置づけ・役割の下での発表基準等の見直しに向けた検討。 

対応３ 関係機関と連携した避難行動につながるシンプルな情報提供の検討の推進 

防災情報に警戒レベルを付す方向性(中央防災会議WG)について、関係機関と連携して具体化について検討。あわせて、各情報にキーワードやカラーコード等を付すことを検討。  
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